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行動計画の策定

行動計画について

平成26年10月の台風18号により、巴川流域で浸水家屋1,000棟を超える甚大な被害が発生。

台風18号と同規模の豪雨が発生した場合に少しでも浸水被害を軽減させるため、
「巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画」を平成27年7月に策定。
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行動計画表

行動計画について

計26項目の対策について、今後の取組とスケジュールを示した（資料２－２参照）。
今回、主な対策の進捗状況について説明する。

洪⽔処理対策
・巴川本川の流下断⾯拡⼤の検討
・既存遊⽔地の機能強化の検討
流出抑制対策
・道路への⾬⽔浸透桝等の設置の検討
ソフト対策
・⾏政機関における防災体制の強化
・⾃助による減災⾏動につながる情報提供のあり⽅の検討
・コンパクトシティーの推進

検 討 項 目

実 施 項 目
洪⽔処理対策
・⼤⾕川放⽔路の底張⼯
・巴川本川の堤防の⾼さ確保
・⿇機遊⽔地第２－１⼯区の整備推進
・既設遊⽔地の維持管理
・治⽔施設の維持管理
・市管理河川の改修事業の推進
・下⽔道（⾬⽔きょ・排⽔ポンプ）の整備

流出抑制対策
・既定計画に基づく流域貯留浸透施設の整備
・新たな流域貯留浸透施設の整備

⼟砂流出対策
・巴川本川及び⽀川の維持浚渫
・⼩河川や排⽔路等の堆積⼟砂の排除
・砂防事業の推進
・森林整備による⼟砂流出防⽌機能の向上

ソフト対策
・住宅への⾬⽔浸透桝や ⾬⽔貯留タンクの設置の促進
・開発業者等への流出抑制指導の継続
・巴川流域遊⽔機能保全活動に対する⽀援
・農地の多⾯的機能の発揮による 遊⽔地域の保全
・⽔防法に基づく巴川浸⽔想定区域図の⾒直し
・洪⽔・内⽔ハザードマップの周知・啓発
・⾃主防災組織への⽀援による共助の強化

説明項⽬

説明項⽬
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-３ 大谷川放水路の底張工＜ハード対策＞
洪水処理対策

平成27年度の事業実施状況

大谷川放水路に底張工を施工することで、河床に触れる水の抵抗を小さくし、
流下能力を向上させます。

今年度 約170mの底張工を実施

効果イメージ

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

⼯区名 整 備 状 況

第１⼯区 底張⼯ L=120m A=1,558m2（平成28年2⽉完了）

第２⼯区 底張⼯ L=  22m A=   351m2（平成28年5⽉完了予定）

第３⼯区 底張⼯ L=  27m A=   448m2（平成28年5⽉完了予定）

予想される

河底にブロックを張り
⽔を流しやすくします。  

コンクリートブロック 
逆 T式擁壁護岸 

植生の繁殖が 

考え られる 

⼤⾕川放⽔路横断イメージ図 コンクリートブロックによる護床⼯

流れにくい施⼯前

流れやすい施⼯後
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平成27年度 事業実施箇所

護床ブロック 据付状況

護床ブロック 据付状況

整備済み
凡 例

整備中
整備予定

⼤
慈
悲
院
川

⼩
⿅
沢
川

⼤
正
寺
川

⼤
⾕
川

⻑
沢
川

⼤
⾕
川
⽔
⾨

巴
川

分
流
堰

⾼松

⼤⾕

池⽥

⼩⿅

⼤⾕川放⽔路 L=6,300m

第２⼯区
第３⼯区

第１⼯区

750m 2,250m

L=3,000m

河川名 整備範囲 延⻑ ⼯種 実施率

⼤⾕川放⽔路
放⽔路河⼝〜⽔上１号橋下流
⽚⼭１号橋〜池⽥畷(なわて)橋上流

750m
2,250m 底張⼯ 30.7%

（H27）
計 3,000m

⽔上1号橋

⽚⼭1号橋
池⽥畷橋

⽚
⼭
1号

橋

⽔
上
1号

橋

河
⼝

池
⽥
畷
橋

⼤⾕川放⽔路（底張⼯）計画区間
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-４ 堤防の高さ確保＜ハード対策＞
洪水処理対策

平成27年度の事業実施状況

巴川本川の堤防の一連区間のうち、局所的に低い箇所の嵩上げ等を行い、洪水時の
弱点を解消します。

今年度 約335mの嵩上げを実施

効果イメージ

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

浸水
発生

護岸の嵩上げや
パラペットによる
浸水被害防止

②

①

No 河川名 場所 全体計画 H27

１ （⼆）巴川 葵区漆⼭地先 L=120m L=120m

２ （⼆）巴川 葵区上⼟地先 L=650m L=215m

第3⼯区第1⼯区

第4⼯区

第2⼯区
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平成27年度 事業実施箇所

河川名 場所 全体延⻑
事業期間

備考
H27 H28 H29 H30〜

（⼆）巴川
葵区漆⼭ L=120m 暫定施⼯、関係機関協議完了後に本施⼯を予定

葵区上⼟ L=650ｍ

HWL

標準横断⾯図（上⼟）

HWLまで
護岸嵩上げ

（⼆）巴川 静岡市葵区上⼟ （⼯事中）

（⼆）巴川 静岡市葵区漆⼭（暫定整備）
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-５ 麻機遊水地第２-１工区の整備推進＜ハード対策＞
洪水処理対策

平成27年度の事業実施状況

洪水時の巴川本川の水位の上昇を抑えるため、麻機遊水地第２-１工区（４エリア）
の早期完成を目指します。

今年度 約26,000m3の掘削工を実施

効果イメージ

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

遊水地 周囲堤

遊水地

麻機遊水地第３工区

越流堤

遊水地の機能は・・

河川を流れる洪水を越流
堤部から引込み貯留する
施設で、下流へ流れる洪
水の量を減らす機能があ
ります。

周囲堤・越流堤とは・・

遊水地を囲む堤防が周囲
堤で、河川の堤防と同じ
高さです。
河川の堤防を切り欠いて
洪水を引き込む部分が越
流堤です。

越流堤

巴川

エリア名 整 備 状 況
2-1-1⼯区

① 加藤島エリア ①掘削築堤⼯ V=8,700ｍ3（平成28年３⽉頃完了予定）
②流⼊樋⾨詳細設計（平成28年６⽉頃完了予定）

② 安東川エリア
①掘削築堤⼯ V=17,400ｍ3（平成28年３⽉頃完了予定）
②排⽔樋⾨⼯（平成27年５⽉完了）
③流⼊樋⾨詳細設計（平成28年６⽉頃完了予定）

2-1-2⼯区

① ⽴⽯エリア
①周囲堤詳細設計（平成28年6⽉頃完了予定）
②地質調査（平成28年5⽉頃完了予定）
③⽤地測量（平成28年5⽉頃完了予定）
※平成28年5⽉頃 河川予定地指定告⽰予定

② 豊地エリア
①周囲堤詳細設計（平成28年6⽉頃完了予定）
②地質調査（平成28年5⽉頃完了予定）
③⽤地測量（平成28年5⽉頃完了予定）
※平成28年5⽉頃 河川予定地指定告⽰予定
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平成27年度 事業実施箇所

第4工区

32ha 完成

巴川七曲川

第3工区

55ha 完成

第1工区

22ha 完成 浅畑川

立石エリア

豊地エリア

加藤島
エリア第2-1工区

51ha

第2-2工区

42ha

安東川エリア

H27年度施工

安東川エリア 掘削⼯

安東川エリア 排⽔樋⾨⼯

⼯区名 エリア ⺠地⾯積
（ha）

事業期間

H27 H28 H29 H30 H31 H32 〜H40

2-1-1
加藤島 7.8

安東川 6.4

2-1-2
⽴⽯ 9.3

豊地 7.1
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-６ 既設遊水地の維持管理＜ハード対策＞
洪水処理対策

平成27年度の事業実施状況

既設遊水地内の樹林化した箇所の伐採や堆積した土砂を掘削することで貯水容量を
確保します。

今年度 約190本の治水上支障となる立木の伐木を実施

効果イメージ

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

⼯区名 整 備 状 況
⿇機遊⽔地

第１⼯区
①伐⽊⼯１ N=40本（平成28年３⽉完了）※池内樹林化箇所
②伐⽊⼯２ N=40本（平成28年３⽉完了）※池内樹林化箇所

⿇機遊⽔地
第３⼯区

①伐⽊⼯１ N=40本（平成28年３⽉完了）※越流堤箇所
②掘削⼯ V=400m3（平成28年３⽉完了）
③掘削⼯ V=600m3（平成28年３⽉完了）

⿇機遊⽔地
第４⼯区

①伐⽊⼯１ N=70本（平成27年10⽉完了）※越流堤箇所

巴川

遊水地 周囲堤

越流堤

樹林化や土砂堆
積による貯留量減

巴川

遊水地 周囲堤

越流堤

伐採や掘削により
貯留量を確保
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平成27年度 事業実施箇所

⿇機遊⽔地4⼯区 伐⽊⼯ 着⼿前 (越流堤箇所)

⿇機遊⽔地4⼯区 伐⽊⼯ 完成 (越流堤箇所)

第1工区

第３工区

第４工区

伐⽊⼯ N=80本
H28.3完了

伐⽊⼯ N=70本
H27.10完了

掘削⼯ V=400m3
H28.3完了

伐⽊⼯ N=40本
H28.3完了

掘削⼯ V=600m3
H28.3完了
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-１ 巴川本川及び支川の維持浚渫＜ハード対策＞
土砂流出対策

平成27年度の事業実施状況

土砂堆積が著しい箇所を浚渫し、洪水の流れる能力を確保し、氾濫を防ぎます。

今年度 ７河川 約9,700m3（25mプール約20杯分）の土砂を撤去

効果イメージ

河床に⼟砂が堆積することで、洪⽔時に
⽔位が上がり、越⽔してしまう…

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

浸水
発生

箇所 整 備 状 況

巴川本川
①河床掘削⼯ V=6,300m3（⽻⾐橋付近）平成27年６⽉完了
②河床掘削⼯ V=540m3（第1⼯区越流堤付近）平成27年７⽉完了
③河床掘削⼯ V=30m3（七曲川合流点付近）平成28年３⽉完了予定

⻑尾川 ①除⽯⼯ V=130m3（上流部）平成27年11⽉完了
②浚渫⼯ V=700m3（中流部）平成28年３⽉完了予定

継川 ①浚渫⼯ V=60m3（上流部）平成28年３⽉完了予定

吉⽥川 ①浚渫⼯ V=280m3（東名⾼速付近）平成27年６⽉完了

塩⽥川 ①浚渫⼯ V=560m3（上流部）平成27年８⽉完了
②浚渫⼯ V=180m3（巴川合流部）平成27年6⽉完了

⼭原川 ①浚渫⼯ V=300m3（東名⾼速上流）平成27年11⽉完了

⼩⿅沢川 ①浚渫⼯ V=650m3（東名⾼速上流）平成27年11⽉完了
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平成27年度 事業実施箇所

＜巴川（⿇機遊⽔地第１⼯区越流堤付近）＞

⻑尾川
V=700m3

⼩⿅沢川
V=650m3

塩⽥川（上流部）
V=560m3

⼭原川
V=300m3

⻑尾川
V=130m3

塩⽥川（合流点付近）
V=180m3

⽻⾐橋上下流
V=6,300m3

吉⽥川
V=280m3

（着前） （完成）

＜塩⽥川（上流部）＞

第1⼯区越流堤付近
V=540m3

継川
V=60m3

七曲川合流点付近
V=30m3
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-１ 行政機関における防災体制の強化＜ソフト対策＞
浸水被害軽減対策

平成27年度の事業実施状況

県市連携して、観測空白域への水位計・監視カメラの設置拡大により、情報連
携・警戒避難体制の強化を図ります。

今年度 巴川に２箇所、大谷川放水路に１箇所、監視カメラを設置

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

河川名 整 備 状 況

巴川

①監視カメラ（清⽔区富⼠⾒町地点）
富⼠⾒橋付近 平成28年３⽉完了

②監視カメラ（静岡市清⽔区楠地点）
久保橋付近 平成28年３⽉完了

⼤⾕川放⽔路 ①監視カメラ（静岡市駿河区⼤⾕地点）
⼤⾕川合流点付近 平成28年３⽉完了

効果イメージ

H27整備箇所

久保橋
富⼠⾒橋

⼤⾕川
合流点
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平成27年度 事業実施箇所（H27カメラ設置箇所における監視イメージ）

巴川（清⽔区富⼠⾒町地点） 巴川（清⽔区楠地点）

⼤⾕川放⽔路（駿河区⼤⾕地点）

継
川

⻑
尾
川

港橋

東名⾼速道路
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-８ 市管理河川の改修事業の推進＜ハード対策＞
洪水処理対策

平成27年度の事業実施状況

市内の河川を改修することで、川の氾濫を防ぎます。

今年度 巴川の流域内で３河川の一部区間（計186ｍ）を整備！
今後も、引き続き整備を行っていきます。

効果イメージ

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

河川名 地区 実施状況

（普）大内川

清水区

押切、

石川新町

工事延長 90ｍ

H28年６月工事完了予定

Ｈ28年度以降も引き続き整備を実施

（準）谷津沢川
清水区

馬走

工事延長 34ｍ

H28年６月工事完了予定

Ｈ28年度以降も引き続き整備を実施

（普）光福寺沢
清水区

柏尾

工事延長 62ｍ

H28年６月工事完了予定

Ｈ28年度以降も引き続き整備を実施

（準）和田川

清水区

押切、

石川新町

詳細設計を実施

Ｈ28年度より整備開始予定

巴川水系山ノ神川（静岡市清水区柏尾地内）

改修後

川を改修して、雨が降っても
川の水があふれないようにします。

改修前
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平成27年度 事業実施箇所

（準）谷津沢川

（普）大内川

（準）和田川
（普）光福寺沢

（二）巴川
：整備済み区間
：整備予定区間
：H27整備区間

H27年度実績（12月末時点）※巴川流域内
・堆積土砂撤去件数 45件
・堆積土砂撤去量 約1,900㎥

撤去前

撤去後

堆
積
し
た
土
砂
を
撤
去

巴川流域内水路

川の能力が足りない箇所を対象に改修工事を実施

-２ 小河川や排水路等の堆積土砂の排除
＜ハード対策＞
土砂流出対策

市内水路の日常的な維持管理に努めています！
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-１，２ 流域貯留浸透施設の整備＜ハード対策＞
流出抑制対策

平成27年度の事業実施状況

雨水貯留浸透施設を設置することで、
雨水を一時的に公園や校庭などに貯めて、河川への急激な流入を防ぎます。

今年度 約16,200m3（25mプール約33杯分）の雨水貯留施設を整備！

整備後

整備前

効果イメージ（校庭の場合）

公園や校庭などに降った⾬を⼀時的
に貯めて、ゆっくり川へ流すことで…

流出ピークを抑えます。

貯留⼜
は浸透⾬

⽔
流
出
量
︵
Ｑ
︶

時刻（t）→

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

施 設 名
主
体

整 備 状 況 H27整備
貯留量

巴
川
流
域
⽔
害
対
策
計
画

県立北特別支援学校 県
整備貯留量：465m3
平成27年６月より詳細設計を実施。平成28年５月完成予定

465m3

県立草薙旧体育館跡地 県
計画貯留量：544m3
詳細設計を実施。工事は平成29年度着手予定。

設計済

県立草薙総合運動場

南駐車場
県

詳細設計を実施。

工事は平成28年８月に着手予定。
設計済

県立草薙総合運動場

テニス芝生・ユリノキ広場
県

整備貯留量：195m3
平成28年３月完成予定

195m3

押切南遊水地 市
計画貯留量：70,000m3（既存施設から約12,000m3の貯留能力増）

平成28年１月完成
12,000m3

清水桜が丘高校 市
整備貯留量：3,965m3（既存施設から約700m3の貯留能力増）

平成27年11月完成
700m3

静岡市立高校 市
計画貯留量：約3,000m3
平成28年３月完成

3,000m3

日本平公園 市
整備貯留量：6,473m3（Ｈ25：6,150m3、H27：323m3）
平成28年３月完成 ※大規模公共開発に合わせて整備

323m3

古庄中央公園 市
計画貯留量：80m3
平成28年２月完成 ※公共施設の新設に合わせて整備

80m3

（仮称）新草薙公園 市
計画貯留量：55m3
平成28年７月完成予定 ※公共施設の新設に合わせて整備

55m3

計 16,818m319



市：押切南遊⽔地（H27年度完成）

県：県⽴北特別⽀援学校（設計中）

市：(仮称)新草薙公園（整備中）

市：古庄中央公園（H27年度完成）

市：静岡市⽴⾼校（H27年度完成）

県：県⽴草薙旧体育館跡地（設計中）
県：県⽴草薙総合運動場南駐⾞場（設計中）

市：⽇本平公園貯留施設（H27年度完成）

平成27年度 事業実施箇所

貯留量 約3,965m3

清⽔桜が丘⾼校貯留施設（H27年度完成）
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Ｐ

種別 排水区名 地区 実施状況

工事

城北排水区 葵区大岩四丁目
雨水きょの整備 Ｌ＝137.60ｍ

Ｈ28年12月完成予定

巴川左岸第4排水区 清水区押切
雨水きょの整備 Ｌ＝ 94.60ｍ

Ｈ28年3月完成

入江排水区 清水区鶴舞町・追分一丁目
雨水きょの整備 Ｌ＝162.90ｍ

Ｈ29年3月完成予定

山原川左岸排水区 清水区高橋三丁目
雨水ポンプ場の整備 土木工事

Ｈ3１年度末供用開始予定

委託

沓谷排水区 葵区瓦場町
雨水きょの詳細設計を実施

工事は平成28年度から着手予定

大谷川右岸排水区 葵区柚木
雨水きょの詳細設計を実施

工事はＨ28年度から着手予定

大谷川右岸排水区 駿河区小鹿三丁目
雨水きょの詳細設計を実施

工事はＨ28年度から着手予定

-９ 下水道（雨水きょ・排水ポンプ）の整備＜ハード対策＞
洪水処理対策

平成27年度の事業実施状況

雨水きょや雨水ポンプ場の整備を進め
地区内の雨水を速やかに排除して、市街地の浸水被害を軽減させます。

今年度 雨水きょ３地区約４００ｍ、ポンプ場１箇所の整備を実施！

効果イメージ

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

雨水きょの整備

雨水ポンプ場の整備

雨水きょを新設又は改修することで、溜まった雨水を
河川等に流し、浸水被害を軽減させます。

放流先河川などの影響により、低地に溜まった雨水をポンプにより
強制的に排水することで、浸水被害を軽減させます。

整備前 整備後

整備前 整備後

雨水きょ

ポンプ場

河 川 河 川

浸水被害

浸水被害
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平成27年度 事業実施箇所

雨水きょの整備
（清水区押切地内）

雨水ポンプ場の整備
（清水区高橋三丁目地内）

完成イメージ

H27事業実施箇所

雨水きょの整備
（清水区鶴舞町）

雨水きょの詳細設計
（駿河区小鹿三丁目）

雨水きょの詳細設計
（葵区柚木）

雨水きょの詳細設計
（葵区瓦場町）

雨水きょの整備
（葵区大岩四丁目地内）

静岡県庁

駿河湾

葵区役所

駿河区役所

清水区役所
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不用浄化槽

貯留タンク

-１ 住宅への雨水浸透桝や雨水貯留タンクの設置の促進＜ソフト対策＞
流出抑制対策

住宅等に雨水貯留浸透施設を設置することで、雨天時に河川・下水道へ流れ込む量を少なくします。

各種イベント等の普及促進活動を通じ、雨水貯留浸透施設の設置に対する市民の理解が深まり、
今年度、助成制度を利用し、21基の雨水貯留タンクの設置があった！

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

雨水浸透ますＡ型 雨水浸透ますＢ型

住宅等の敷地へ雨水貯留浸透施設を設置する場合、
その費用の一部を市が助成します。

設置費の３分の２に相当する額
（ただし、施設の種類で限度額あり）

助成額

住宅等の敷地に設置する貯留浸透施設

・雨水浸透ますＡ型（浸透ます＋トレンチ管） 57,000円/基
・雨水浸透ますＢ型（浸透ますのみ） 28,000円/基
・雨水貯留タンク（２００ℓ以上） 30,000円
・雨水貯留タンク（４００ℓ以上） 60,000円
・不用浄化槽転用施設 100,000円/基

対象施設・限度額

下水道計画区域
（市街化区域と市街化調整区域の一部）

対象区域

事業内容 浸透ますのイメージ図

貯留施設のイメージ図
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参考）雨水貯留タンクの設置状況

市政出前講座等での普及促進活動
（静岡市中央福祉センター）

各種イベント等での普及促進活動
（アピタ静岡店）

巴川流域

64%

その他

36%

図 施設の設置割合

雨水
浸透ます

雨水
貯留タンク

不用浄化
槽転用施設

計

市内全体 ０ ３１ ２ ３３

巴川流域 ０ ２１ ０ ２１

表 平成２８年２月末時点の設置実績（基）

平成27年度の助成実施状況 普及促進活動の様子
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-３ 洪水・内水ハザードマップの周知・啓発＜ソフト対策＞
浸水被害軽減対策

平成27年度の周知・啓発活動実施状況

住民の防災意識を向上させ、住民の自助を促し、
日ごろから大雨に備えていただくことで、浸水被害の軽減を図ります。

県・市が連携し、今年度 約9,800人を対象に周知・啓発活動を実施！

効果イメージ

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

年月 実施場所等 参加人数 実施団体

5月 県立科学技術高等学校 . 40人 (県)土木 .

6月
堀込自治会、鳥坂自治会、麻機自治会
県立静岡農業高等学校、県立静岡北特別支援学校、
協同組合静岡流通センター .

130人
146人

(市)防災
(県)土木

.

7月

県立清水西高等学校
アピタ静岡店
県立静岡北特別支援学校、江尻小学校、麻機遊水地、
静岡トヨペット㈱、県立静岡中央特別支援学校 .

83人
650人
260人

(市)下水
(県)土木、(市)河川、下水、防災
(県)土木 .

8月
押切自治会
青葉シンボルロード（上下水道フェア）
アピタ静岡店、巴川バスツアー .

30人
4,400人
926人

(市)防災
(市)下水、(県)土木
(県)土木 .

9月
城北公民館
川合自治会、千代田自治会、麻機子育てサロン
県立静岡中央特別支援学校 .

35人
125人
43人

(県)土木、(市)下水、防災、河川
(市)防災
(県)土木 .

10月 麻機遊水地（麻機遊水地フェスタ） . 2,500人 (県)土木 .

11月 県立静岡北特別支援学校 . 71人 (県)土木 .

12月 市中央福祉センター
県立城北小学校 .

50人
123人

(市)下水、防災
(県)土木 .

1月 麻機遊水地(麻機遊水地柴揚げ漁)                                            . 100人 (県)土木 .

2月 渋川自治会 . 50人 (市)下水、防災 .

計 9,762人

ハザードマップの活用方法

ハザードマップは、浸水する恐れのある
区域が深さ毎に色分けされており、
危険な箇所をあらかじめ把握することが
できるので、市民の皆さまが、大雨の際に
危険な箇所や程度に備え避難ルートや、
土のうの事前準備など、日ごろから大雨に
備えることができる。

！

住民の防災意識が向上 ➢ 日ごろから大雨に備える ➢ 浸水被害が軽減する
25



⻘葉シンボルロード

平成27年度 周知・啓発活動実施箇所

出前講座（静岡北特別⽀援学校）

出前講座（⿇機遊⽔地）

上下⽔道フェア（⻘葉シンボルロード） 治⽔イベント（アピタ静岡店）

出前講座（県⽴清⽔⻄⾼等学校）

巴川バスツアー（⼤⾕川放⽔路分流堰）

駿河湾

静岡県庁
葵区役所

駿河区役所

清
水
区
役
所

周知・啓発活動実施箇所
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-３ 砂防事業の推進＜ハード対策＞
土砂流出対策

平成27年度の事業実施状況（砂防えん堤）

①巴川流域内にある土石流危険渓流について、砂防えん堤等の施設整備を進めている。
②清水大内地区において、放置竹林からの土砂流出を防止し、砂防樹林帯（グリーン

ベルト）の適正な管理を行うため、NPO法人『森と水辺を育てる会』と「砂防サポ
ートプログラム」の合意書を締結し、協働を実施している。

今年度 山ノ神川(H=7.0ｍ,L=42.5m)、長尾南沢(H=４.６m,L=４４.0m)の砂防えん堤を整備
『森と水辺を育てる会』によりイベント 1２回、作業会 ３３回 開催

効果イメージ（砂防えん堤）

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

沢名 地区 実施状況

長尾南沢
葵区

長尾

今年度工事施工中

（今年度）高さ4.6m，幅44m

（完成時）高さ10.5ｍ，幅76m

平成28年度工事完了予定

山ノ神川
清水区

柏尾

今年度工事施工中

（今年度）高さ7.0m，幅42.5m

（完成時）同上

平成28年度工事完了予定

中谷津西沢
清水区

蜂ヶ谷

今年度詳細設計中

平成30年度工事完了予定

砂防えん堤の整備により、
⼟⽯流発⽣時の被害軽減を図ります。
（写真は他事例）
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実施箇所（開催箇所）を地図上に旗揚げ

平成27年度 事業実施箇所

清水大内地区
（グリーンベルト活動箇所）

長尾南沢
H28完了予定

山ノ神川
H2８完了予定

中谷津西沢
H30完了予定

代表箇所の完成写真２
（もしくは着前着後）

代表箇所の完成写真１
（もしくは着前着後）

【長尾南沢】
着工前

【長尾南沢】
現在

【山ノ神川】
現在

4⽉5⽇ 合同植樹祭
4⽉17⽇ 有度北保育園タケノコ掘り
4⽉18〜19⽇ 春の園芸市
4⽉26⽇ ⼩学校親⼦タケノコ掘り
6⽉5⽇ 県政さわやかタウンミーティング
6⽉11⽇ ⾥⼭教室
6⽉30⽇ 有度北保育園園児七⼣⽤⽵伐り出し
9⽉20〜21⽇ 秋の園芸市
12⽉6⽇ ⾥⼭教室
12⽉27⽇ ⾨松作り
1⽉15⽇ ⾥⼭教室
3⽉6⽇ 震災復興イベント

グリーンベルト今年度活動内容
【グリーンベルト】

里山教室(H27.12.6)
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-４ 森林整備による土砂流出防止機能の向上＜ハード対策＞
土砂流出対策

平成27年度までの事業実施状況

事業名 主体
整 備 状 況

～H26まで H27 H28～31

県

事

業

造林補助事業等 森林
所有者

53.3ha 1.3ha 22.9ha森の⼒再⽣事業 林業
事業体

治⼭事業 県

市

事

業

⾥⼭整備⽵林
対策委託事業 市 10.8ha 0.６ha 2.4ha

静岡市放任⽵林
対策推進事業 市

平成２５年度に９団体に対し補助金を交付。
５年間の管理協定を締結し、延べ４．７haの竹林の
維持管理を行っている。

森林の適正な整備を推進することで、
森林の土砂流出防備機能の維持・向上を図ります。

今年度、巴川流域で約１．９haの森林整備を実施しました。

整備された森林整備不足の森林

効果イメージ

〇 間伐等の森林整備の実施による地表植⽣の回復により、
⼟砂流出防備機能を⾼めます。

〇 また、森林⼟壌の流亡を防ぎ、⽔源涵養機能の維持増進
による洪⽔の緩和が図られます。

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）
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平成27年度までの事業実施状況

（凡 例）
■ 森林整備実施箇所（H18～27実績）

■ 後年度計画（H28～31まで）

☐ 巴川流域区域 (10,483ha)
■ うち、森林地域 (  1,732ha)
■ うち、保安林 (     194ha)

事業実施箇所の様子

森林整備（間伐）実施前

森林整備（間伐） 実施後

（静岡市葵区北沼上：森の力再生事業）
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農地が有する多面的機能の発揮による遊水地域の保全
＜ソフト対策＞
流出抑制対策

【農地の洪水を防ぐ働き】

麻機遊水地

～農地の多面的機能を保全する支援制度（農林水産省所管）～

（出典：農林水産省ホームページより）

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

-４ 農地が有する多面的機能の発揮による遊水地域の保全＜ソフト対策＞
流出抑制対策

効果イメージ

農地の多面的機能の発揮により遊水地域の保全を図る。

多面的機能支払交付金事業の活用により、A=14.6haの農地が保全された。

支援制度について
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33

農用地

開水路

パイプライン

農道

ため池

遊休農地

農村環境保全活動
の実施箇所

施設の長寿命化
の対象施設

協定の対象となる資源

平成27年度より 地域住民などで構成される「あさはた東農
地保全会」によりA=14.6haの農地が保全された。

遊休農地の保全活動 水路の保全活動

平成27年度 多面的機能支払交付金事業 実施個所
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-4 自主防災組織への支援による共助の強化＜ソフト対策＞
浸水被害軽減対策

平成27年度の事業実施状況

自主防災組織が購入する土嚢袋などに対し支援を行うことで、共助の強化を図る。

今年度 自主防災組織が購入する資機材に対し助成！

効果イメージ

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

申請件数 421件

土のう袋 9件

砂 1件

土のうステーション １件

スコップ ６件

リヤカー １９件

平成27年度自主防災組織補助金事業

上記以外に水中ポンプ、ブルーシートなどもあり

学生参加の自主防災訓練 ※ 新規に砂・土のうステーションの購入を補助対象とした

※

※
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平成27年度 事業実施箇所

本年度実施自主防災組織
万が一の浸水に備え、

土のうなどの備蓄品を整備
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その他の対策

・既存の治水施設（分流堰、逆流防止樋門）等の適正な維持管理を行っている。

・出水時に備え、引き続き適正な維持管理を実施する。

平成27年度実施状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

-７ 治水施設の維持管理

・日常的に、排水路等の適切な維持管理を行っている。

・巴川流域内において、45箇所（1,900㎥）の堆積土砂を撤去（H27末時点）

-２ 小河川や排水路等の堆積土砂の排除

・雨水浸透阻害行為に対する適切な流出抑制指示と施設の適正な維持管理及び指導を
行っている。

・引き続き、開発業者等へ流出抑制指導を実施していく。

-２ 開発業者等への流出抑制指導の継続

＜ハード対策＞
洪水処理対策

＜ハード対策＞
土砂流出対策

＜ソフト対策＞
流出抑制対策
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-２ 水防法に基づく巴川浸水想定区域図の見直し

-３ 巴川流域遊水機能保全活動に対する支援

・指定区域内で、盛土・かさ上げ等を実施せずにその形状及び遊水機能を
保全する者に対して報償金を支出している。

・巴川流域総合治水対策事業の完了まで継続する。

・平成27年７月の水防法改正により、浸水想定区域の対象降雨が、従来の計画規模
の降雨から想定し得る最大規模の降雨に変更されたため、浸水区域の見直しを行う。

＜ソフト対策＞
流出抑制対策

＜ソフト対策＞
浸水被害軽減対策
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-1 巴川本川の流下断面拡大＜ハード対策＞
洪水処理対策

平成27年度検討内容

巴川本川の河床掘削や断⾯拡⼤により、流下能⼒を向上させることで流域における
浸⽔被害の軽減を図ります。

平成27年度検討状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

委託業務期間：H27.7〜H28.３
業務内容：対策案の検討及び費⽤対効果の算定

【検討⽬的】
巴川本川において、⼀定計画に基づく浸⽔対策の検討を⾏う。

STEP①：氾濫シミュレーションモデルを改善し、再現性を向上させたうえで、台⾵18号実績降⾬波
形によるシミュレーションを実施し、浸⽔状況や被害額の算出を⾏う。

STEP②：STEP①を踏まえ、台⾵18号実績降⾬波形を考慮した現⾏計画規模（年超過確率1/10）の
降⾬波形を作成のうえ、シミュレーションを実施し、対策案の検討を⾏う。

STEP③：台⾵18号実績降⾬を対象に、STEP②で設定した対策案を実施した場合の対策効果の検証
を⾏う。

【検討内容】
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異常気象名 観測所名
1時間 3時間 24時間

最⼤⾬量 確率規模 最⼤⾬量 確率規模 最⼤⾬量 確率規模

現⾏計画 流域平均 68.7mm 1/10 135.9mm 1/10 271.2mm 1/10

台⾵18号

⿇機 56mm 約1/4 123mm 約1/6 330mm 約1/56

能島 67mm 約1/8 158mm 約1/21 372mm 1/100以上

静岡 60mm 約1/5 147mm 約1/13 357mm 1/100以上

清⽔ 29mm ½以下 66mm ½以下 246mm 約1/5

平⼭ 90mm 約1/44 190mm 約1/57 434mm 1/100以上

久能 41mm ½以下 114mm 約1/5 313mm 約1/32

流域平均 59.7mm 約1/5 148.0mm 約1/14 362.4mm 1/100以上

〈現⾏計画降⾬波形〉

現⾏計画の⽬標と台⾵18号による降⾬の⽐較（前回までの整理）

台⾵18号による降⾬は、現⾏計画の⽬標規模（年超過確率1/10）を⼤きく上回る降⾬で
⻑く⾬が降り続いた後に降⾬のピークを迎えたいわゆる「後⽅集中型」の降⾬であった。

現⾏計画の⽬標規模と流域内⾬量観測所における観測データの⽐較

〈台⾵18号実績降⾬波形〉

⾬量観測所位置図

降⾬継続時間
24時間

降⾬継続時間
33時間
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台⾵18号による実績降⾬を外⼒として、氾濫ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝにより浸⽔被害や被害額を確認した。

STEP ①氾濫シミュレーションによる浸⽔状況・被害額の確認

〈計算条件〉

①現況

・氾濫シミュレーションモデルにより、台⾵18号降⾬による浸⽔被害を再現した結果、浸⽔実績を
概ね再現できていることが確認できた。

・氾濫計算をもとに台⾵18号の洪⽔に伴う被害額を算出すると約228億円となった。

床上浸⽔減少率 被害額【軽減額】

－ 約228億円

既存調整池等

項⽬ 摘要

計算外⼒ 台⾵18号実績降⾬

検討ケース ①現況

【浸⽔実績】

浸⽔域および浸⽔箇所について、
実績を概ね再現出来ている。

※被害額は清⽔地区（放⽔路分派点の下
流域）を対象として算出

※被害額は公共事業における費⽤対効果
の算出等で⼀般的に⽤いられる⼿法

（治⽔経済マニュアル）により算出し、
直接被害額と間接被害額の合計を記載
した。（公共⼟⽊施設等被害額を除い
て算出）

①現況

家屋 （百万円） 9,233

家庭用品 （百万円） 4,209

事業所 償却 4,121

（百万円） 在庫 1,673

農漁家 償却 6

（百万円） 在庫 2

一般資産被害額合計 （百万円） 19,244

農作物 水稲 3

（百万円） 畑作物 1

農作物被害額合計 （百万円） 4

直接被害額合計 （百万円） 19,248

営業停止損失 （百万円） 1,780

清掃労働対価 （百万円） 387

代替活動 （百万円） 733

事業所応急対策費用 （百万円） 650

間接被害額合計 （百万円） 3,550

（百万円） 22,798

直
接
被
害
額

間
接
被
害
額

被害額合計

種類
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■巴川では、将来計画に向けた段階的な整備⽬標を⽴てて治⽔対策を進めている。
■台⾵18号による実績降⾬を外⼒として、将来計画に基づく対策（河川整備基本⽅針：

1/50規模）を実施した場合の対策効果を検証した。

STEP ①台⾵18号実績降⾬に対する現⾏計画の対策効果

〈計算条件〉

②河川整備基本⽅針河道①現況

床上浸⽔減少率 被害額【軽減額】

-90％ 約115億円【-113億円】

■台⾵18号による実績降⾬に対して、将来計画である河川整備基本⽅針（1/50）に基づく
整備を⾏うことで⼤きな被害軽減効果が確認できる。

■しかし、周辺に⽐べ地盤が低い⼟地などでは、依然として浸⽔被害が残る結果となった。

※床上減少率は各対策を実施した場合の浸⽔メッシュの変化率

1K800

▽ＨＷＬ+1.51

鋼管⽮板
L=23.5m

河床掘削（-3m）

鋼管⽮板
L=23.5m

〈対策イメージ〉

床上浸⽔減少率 被害額【軽減額】

－ 約228億円

既存調整池等 既存調整池等

項⽬ 摘要

計算外⼒ 台⾵18号実績降⾬

検討ケース ①現況 ②河川整備基本⽅針河道（流域⽔害対策メニュー+0.0k〜9.6k間の河床掘削等）
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〈台⾵18号型1/10降⾬波形〉

■台⾵18号による降⾬は、現⾏計画の⽬標規模（年超過確率1/10）を⼤きく上回る降⾬
■巴川では、将来計画に向けた段階的な整備⽬標に基づき治⽔対策を進めていることから、
現在の整備⽬標も考慮しつつ、⽬標規模を上回る降⾬に対しても、より効果的かつ実現可
能な対策を検討する。

台⾵18号実績 現⾏計画
(1/10)

台⾵18号型
(1/10)

総⾬量 393.0mm 271.2mm 301.7mm

24時間⾬量 362.4mm 271.2mm 271.2mm

3時間⾬量 148.0mm 135.8mm 135.8mm

STEP ②台⾵18号実績降⾬波形を考慮した年超過確率1/10の降⾬波形に対する対策

〈台⾵18号型1/10降⾬波形の降⾬量〉

〈台⾵18号実績再現〉 〈台⾵18号型1/10現況〉
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17:00

雨
量

(
m
m)

実績雨量

引き縮後雨量

台風18号型1/10雨量 既存調整池等 既存調整池等

〈県内他河川の計画規模〉

台⾵18号実績降⾬波形を考慮した年超過確率1/10の降⾬波形（以下「台⾵18号型1/10降
⾬波形」という）を作成し、この降⾬に対し、浸⽔被害の軽減対策を検討する。
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0K00 1K00 2K00 3K00 4K00 5K00 6K00 7K00 8K00 9K00 10K00 11K00 12K00 13K00 14K00 14K30
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▲麻機南水位観測所
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STEP ②台⾵18号実績降⾬波形を考慮した年超過確率1/10の降⾬波形に対する対策

〈計算⽔位縦断図〉

〈計算結果〉
ｹｰｽ１（現況）では、
・1.9k〜4.2k（千歳橋〜和⽥川合流点）で、計算⽔位がHWLを超過。
・6.8k〜8.4k（⽮崎川合流点〜吉⽥川合流点付近）で、計算⽔位がHWLを超過。

計画HWLを超過

HWL以下に収まる対策案を検討
※床上減少率は各対策を実施した場合の浸⽔メッシュの変化率

床上浸⽔減少率 被害額【軽減額】

－ 約184億円

計画HWLを超過

〈計算条件〉

ｹｰｽ１：現況

和⽥川周辺などの
床上浸⽔

⼤内地区の
床上浸⽔

⿃坂地区、
瀬名川地区
の床上浸⽔

⻑崎新⽥地区の
床上浸⽔

既存調整池等

千歳橋

⼭
原
川

塩
⽥
川

吉
⽥
川

⻑
尾
川

〈検討①〉
台⾵18号型1/10降⾬波形を対象とし、現況で床上浸⽔が発⽣する地区及び計画HWLを超過する区間を把握す

る。

項⽬ 摘要

計算外⼒ 台⾵18号型1/10降⾬波形

下流端⽔位 朔望平均満潮位

検討ケース ケース1：現況

四⽅沢川

⼤内観⾳沢

⽮崎川
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STEP ②台⾵18号実績降⾬波形を考慮した年超過確率1/10の降⾬波形に対する対策

〈対策範囲〉 〈対策イメージ〉

〈検討②〉
台⾵18号型1/10降⾬波形を対象とし、床上浸⽔被害が発⽣している各地区の排⽔先である巴川本川の⽔位を計

画HWLまで下げ、洪⽔を安全に流下させることができる対策（案）を検討する。

代表断⾯ 上流部（5.7k）

代表断⾯ 下流部（2.1k 千歳橋付近）

〈対策（案）〉

港橋

河床掘削（流下断⾯の拡⼤）
による⽔位低下対策

0.
0ｋ

⼟砂の流下を妨げ
ないための対策

既存調整池等

⼭
原
川

吉
⽥
川

⻑
尾
川

対策内容 摘要

流域⽔害対策計画に位置づけられた施設整備（⿇機遊⽔地2-1⼯区、静岡市下⽔道整備、流域
貯留施設約86万m3整備）に加え、以下の対策を実施

①：港橋〜⽮崎川：河床掘削（流下断⾯の拡⼤）による⽔位低下対策
②：0.0ｋから港橋：⼟砂の流下を妨げないための対策

和⽥川周辺、⼤内地区、⿃坂地区など各地区からの巴川への
排⽔地点において計算⽔位を下げるような対策を検討

四⽅沢川

⼤内観⾳沢⽮崎川

⽮崎川
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STEP ②台⾵18号実績降⾬波形を考慮した年超過確率1/10の降⾬波形に対する対策

床上浸⽔減少率 被害額【軽減額】 対策費⽤

約73％減 約114億円【-70億円】 精査中

床上浸⽔減少率 被害額【軽減額】

－ 約184億円

既存調整池等

港橋

⼭
原
川

塩
⽥
川

吉
⽥
川

⻑
尾
川

和⽥川周辺などの
床上浸⽔が概ね解消

既存調整池等

港橋

⼭
原
川

塩
⽥
川

吉
⽥
川

⻑
尾
川

〈計算条件〉

ケース1：現況 ケース2：対策（案）完了

項⽬ 摘要

計算外⼒ 台⾵18号型1/10降⾬波形

下流端⽔位 朔望平均満潮位

検討ケース
ケース1：現況

ケース2：対策（案）完了（流域⽔害対策+港橋〜⽮崎川の河床掘削）

四⽅沢川 四⽅沢川

⼤内観⾳沢⼤内観⾳沢 ⿃坂地区周辺
などの床上浸
⽔が概ね解消

⽮崎川 ⽮崎川
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ケース2対策河床

水位 ケース1：現況

水位 ケース2：対策（案）完了

STEP ②台⾵18号実績降⾬波形を考慮した年超過確率1/10の降⾬波形に対する対策
〈計算⽔位縦断図〉

〈ｹｰｽ２計算結果〉
・1.9k〜4.2k（千歳橋〜⼭原川合流点）

区間の計算⽔位の低下

台⾵18号で床上浸⽔が発⽣した各地区について、排
⽔先である巴川の⽔位を概ね計画HWL以下とするた
めに必要な河道掘削の範囲が明らかになった。瀬名
川地区については引き続き検討する。

⽔位が概ね
HWLまで低下
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STEP ③台⾵18号実績降⾬波形に対する対策効果の検証
〈検討③〉
台⾵18号実績降⾬波形を対象とし、前⾴の対策（案）を実施した場合の対策効果を検証する。

〈対策範囲〉 〈対策イメージ〉

代表断⾯ 上流部（5.7k）

代表断⾯ 下流部（2.1k 千歳橋付近）

〈前⾴の対策（案）〉

⽮崎川

港橋

河床掘削（流下断⾯の拡⼤）
による⽔位低下対策

0.
0ｋ

⼟砂の流下を妨げ
ないための対策

既存調整池等

⼭
原
川

吉
⽥
川

⻑
尾
川

対策内容 摘要

流域⽔害対策計画に位置づけられた施設整備（⿇機遊⽔地2-1⼯区、静岡市下⽔道整備、流域
貯留施設約86万m3整備）に加え、以下の対策を実施

①：港橋〜⽮崎川：河床掘削（流下断⾯の拡⼤）による⽔位低下対策
②：0.0ｋから港橋：⼟砂の流下を妨げないための対策

和⽥川周辺、⼤内地区、⿃坂地区など各地区からの巴川への
排⽔地点において計算⽔位を下げるような対策を検討

四⽅沢川

⼤内観⾳沢川

⽮崎川
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STEP ③台⾵18号実績降⾬波形に対する対策効果の検証

① 現況 ② 対策（案）完了

床上浸⽔減少率 被害額【軽減額】 対策費⽤

約66％減 約146億円【-82億円】 精査中

床上浸⽔減少率 被害額【軽減額】

－ 約228億円

既存調整池等

港橋

⼭
原
川

塩
⽥
川

吉
⽥
川

⻑
尾
川

既存調整池等

港橋

⼭
原
川

塩
⽥
川

吉
⽥
川

⻑
尾
川

〈計算条件〉

和⽥川周辺などの
床上浸⽔が減少

項⽬ 摘要

計算外⼒ 台⾵18号実績降⾬

下流端⽔位 朔望平均満潮位

検討ケース
ケース1：現況

ケース2：対策（案）完了（流域⽔害対策+港橋〜⽮崎川の河床掘削）

四⽅沢川 四⽅沢川

⼤内観⾳沢 ⼤内観⾳沢⿃坂地区周辺
などの床上浸
⽔が減少

⽮崎川
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ケース2対策河床

水位 ①：現況

水位 ②：対策（案）完了

STEP ③台⾵18号実績降⾬波形に対する対策効果の検証
〈計算⽔位縦断図〉

計画HWLを超過

⽔位は⼤きく低下する
ものの計画HWLを超過

計画HWL以下に収まる

〈計算結果〉
・1.4k〜2.2kの計算⽔位はHWL以下に収まる
ものの、2.3k〜4.9k、6.7k〜8.6kで計算⽔位
がHWLを超過する。

今回の対策案（巴川本川の対策）に加え、
内⽔対策等の組み合わせによる浸⽔被害軽減
効果についても検討し、⽀川管理者等との
調整のうえ、最終的な対策案を決定する。
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【平成28年度の検討⽅針】
（1）台⾵18号で床上浸⽔が発⽣した地区（瀬名川地区を除く）から流⼊する

⽀川の合流点処理について、巴川から⽀川への逆流の影響を把握した上で、必要
な対策とその被害軽減効果の検討を⾏う。

（2）瀬名川地区については、継川の改修（河積拡⼤、築堤等）による被害軽減効果の
検討を⾏い、その結果を踏まえ、必要に応じて巴川本川の河床掘削範囲の延伸も
検討する。

（3）⼤内遊⽔地洪⽔調節機能の強化策（容量拡⼤、越流堤の改良等）と効果の検討を
⾏う。

（4）概算事業費の精度向上と費⽤対効果分析を⾏う。

以上の検討を平成28年度に実施し、早期の事業着⼿を⽬指す。

【平成27年度検討 まとめ】
■巴川においては段階的な整備により治⽔安全度の向上を図るなかで、当⾯の対策

⽬標を、台⾵18号のような後⽅集中型の⾬の降り⽅も踏まえた年超過確率1/10
程度とした。

■その上で、現⾏計画に加え、巴川本川において実現可能な河床掘削等を⾏うこと
で、平成26年台⾵18号の降⾬に対しても⼀定の被害軽減効果が確認できた。
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-３ 道路への雨水浸透桝等の設置＜ハード対策＞
流出抑制対策

道路へ雨水浸透桝等を設置することにより、
雨天時に河川・下水道へ流れ込む量を少なくします。

平成27年度検討状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

【検討状況】
・過年度の浸水実績及び浸透効果等を考慮し、事業の「必要性」と
「効率性」から整備を進める区域を決定し、整備推進区域として設定する。
・経済的に効果の見込める構造を検討する。

基
礎
調
査

整備推進区域の検討

施設の構造検討

詳
細
設
計

事
業
の
実
施事業計画の立案

H26 H27 H28 H29以降

委託業務期間：平成27年８月～平成28年３月
業務内容：整備を進める区域や、道路ますの構造を検討し、

事業計画の立案をまとめる

事業スケジュール

平成27年度検討内容

道路ますを改造し、
浸透機能を持たせる

河川・雨水きょ道路浸透桝

想定を超える雨

河川・雨水きょ

【イメージ図】

流しきれない分が
街中にあふれる

道路浸透桝により河川・下水道に
流れ込む量が少なくなる
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＜ハード対策＞
流出抑制対策

平成27年度検討内容

【道路浸透桝のイメージ図】

整備推進区域（案）
(巴川流域)

谷津沢川
周辺

銀座・江尻町
周辺

葵区役所

清水区役所

駿河区役所 駿河湾

整備推進区域（案）※

雨水を地面に
浸透させる

道路ますを改造し、
浸透管を設置する

下水道や河川へ流れ
込む量が少なくなる

静岡県庁

※土質や過去の浸水被害等を考慮し、優先度の高い場所を整備推進区域とした。
その他設置効果が見込める地域は、事業の進捗状況に合わせて検討していく。

草薙川
周辺
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-１ 行政機関における防災体制等の強化＜ソフト対策＞
浸水被害軽減対策

県・市が連携し、過去の主要な水害記録をDB化するとともに、民間気象会社からの
今後の雨量予測を踏まえ、過去の水害パターンとマッチングさせることで、今後の
水害を想定し、一層高度な避難情報を行う。

平成27年度検討状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

【検討状況】
実災害において情報を取得し、体制整備や
避難に関する情報の発令などに役⽴つか
効果を検証

委託業務期間：H27.6〜H27.11
業務内容：巴川流域における危険度情報取得

【情報取得の実績】
平成２７年６⽉１⽇より実施
・週１回の週間気象情報
・７⽉９⽇：静岡市南部⼤⾬警報時の危険度情報
・７⽉１５⽇：台⾵１１号時の危険度情報
・９⽉８⽇：台⾵１８号時の危険度情報
※契約期間は１１⽉１５⽇まで

浸水危険度情報（サンプル）

平成27年度検討内容
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【検討結果】
・予測を基にタイムラインを作成し対応
・⼀定の効果は得られた。

【課題】
・局地的な短時間豪⾬は予測不可能
・巴川流域以外でも注意しなければならない

地区は多数ある。

【今後の予定】
・次年度の業務については情報の範囲、

情報の収集回数（週１回の情報取得は
廃⽌）などを⾒直す。

タイムライン（台風版）案
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-４ 自助による減災行動につながる情報提供のあり方の検討＜ソフト対策＞
浸水被害軽減対策

雨量や水位、過去の浸水実績等の情報を周知することで、減災行動を促す。

平成27年度検討状況（巴川流域における浸水被害軽減に向けた行動計画）

【実施状況】
・同報無線子局の維持管理：６３８箇所

・市民向け防災メール登録者の拡充

現状３８，０００件 → 目標４２，０００件

・ホームページ、ブログを活用した情報の発信
・緊急情報防災ラジオの普及促進

平成２６年度：自主防災組織などへの貸与４，２００台

平成２７年度：２０，０００台販売

【検討状況】
・⾵⽔害時の指定緊急避難場所の周知⽅法
・さらなる情報伝達の多重化の検討
・メールでの⾬量や河川⽔位などの情報の伝達の検討

同報無線

平成27年度検討内容

57



【検討結果】
・⾵⽔害指定緊急避難場所パンフレットを

作成し、全世帯配付
・Twitterやフェイスブックの活⽤
・防災アプリの導⼊について調査

【課題】
・システムが増え、それぞれが独⽴していると、

災害時の対応が煩雑になる。
・保守点検などの費⽤が増加する。

【今後の予定】
・Twitterやフェイスブックの活⽤について

検討 → 既存システムとの連動
・引き続き、効果的に避難誘導が図れる防災

アプリを模索する。

避難行動及び指定緊急避難場所の周知（パンフレット）
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今後の方針
今後の進め方

今後の進め方について

年度 実施時期 協議会・幹事会 内 容

H27
H28.3.1 第25回 巴川流域総合治⽔対策協議会幹事会

進捗状況の報告
H28.3.17(本⽇) 第11回 巴川流域総合治⽔対策協議会

H28

H28.6⽉頃 第26回 巴川流域総合治⽔対策協議会幹事会 検討状況の報告

H29.1⽉〜2⽉頃 第27回 巴川流域総合治⽔対策協議会幹事会
第12回 巴川流域総合治⽔対策協議会 平成28年度 実施状況報告
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